
（別紙３）

～ 2025年2月28日

（対象者数） 36名 （回答者数） 28名

～ 2025年2月28日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・会社全体だけでなく、各事業所に合わせた具

体的な支援を行っていく。

2

・定期的な進路相談会を実施していく。

・可能な限り学校と学習内容について情報共有

していく。

プロ家庭教師のジャンプとの提携により、より細かな学

習支援と移行支援を行っている。

・オリジナル教材を的確に用いた学習支援を行っている。

・中学受験、高校受験など先々の移行に向けた進路相談を

行い、将来の選択肢の幅が広がるようにサポートしてい

る。

・月１回プロ家庭教師のジャンプと会議を行い、学習支援

の質を高めている。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門職員（保育士・理学療法士・作業療法士）が支援に

関わっている。

・各専門職が活動プログラムに関わっている。

・各利用者のアセスメントを各専門職の視点で行ってい

る。

・月1回、各事業所の理学療法士・作業療法士が集まり会

議を行っている。

○事業所名 めだかのがっこうアルファ葵校

○保護者評価実施期間 2025年2月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年2月1日

事業所における自己評価総括表公表



3

・アプリに頼り過ぎず、日々の密な情報共有を

徹底していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・まずは長期休暇時の活動に地域交流の場を設

けるよう計画に盛り込んでいく。

・保護者交流については、保護者のニーズを確

認して、慎重に計画の立案をしていく。

2

3

地域との交流や保護者同士の交流機会の提供不足 ・「本人支援」「移行支援」に重点を置いており、「地域

支援・地域連携」についての取り組み不足になっていた。

ご利用時のお子様の様子をより細かく情報発信してい

る。

・専用のアプリを使用することで、ご利用時のお子様の様

子を写真、コメントで細かく情報提供している。

・アプリを使用することで、ご家族がいつでも様々な情報

を確認できるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等



令和7年2月実施

チェック項目 はい
どちらと
もいえな

い
いいえ 無回答 工夫している点 課題や改善するべき点など

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか 5

・もう少し広くしてほしい。
・宿題用と遊び用の机を分けていても
机が足りなくなってしまう。後半に学
習する子が集中できない。
→よりよい支援ができる環境を整える
ようにしていきます。

② 職員の配置数は適切であるか 3 1 1

③
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り） に、広く職員が参画しているか 5

④
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげているか

1 3 1

➄
この自己評価の結果を、 事業所の会報やホー
ムページ等で公開しているか 2 1 2

⑥
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 5

➆
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか 5

⑧
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、 放課後
等デイサービス計画を作成しているか

3 2

➈
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 4 1

➉ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 2 3

⑪
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か 1 4

⑫
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や
かに設定して支援しているか 1 4

⑬
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を
作成しているか

3 2

⑭
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

3 2

⑮
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

1 4

・送迎の兼ね合いでできない場合が
ある。

事業所　めだかのがっこうアルファ葵校
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⑯
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか 4 1

⑰
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサー
ビス計画の見直しの必要性を判断しているか 2 3

⑱
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っているか 1 4

⑲
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか

5

⑳

学校との情報共有 （年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等） 、連絡調整（送
迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に
行っているか

3 2

㉑
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えている
か

1 2 1

㉒
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ
ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めているか

4 1

㉓
児童発達支援センターや発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受け
ているか

1 4

㉔
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いるか 1 1 3

㉕
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

4 1

㉖
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレント･トレーニング等の支援を行っ
ているか

1 4

㉗
運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか 3 1 1

㉘
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、必要な助言と支援を行っているか 3 1 1

㉙

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応し
ているか

3 2

㉚
定期的に会報等を発行し、 活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

1 4

㉛ 個人情報に十分注意しているか 5

㉜
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか 2 3

㉝
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周
知しているか

2 3
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㉞
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 2 3

㉟
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか 1 4

㊱

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、 放課後等
デイサービス計画に記載しているか

3 2

㊲
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされているか 1 1 3

㊳
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか 4 1

◎　この「事業所における自己評価結果 （公表） 」は、事業所全体で行った自己評価です。
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令和7年2月実施

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 無回答 ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか 21 6 1

・勉強と遊びが同じ空間なので子どもが気になること
があると言っています。
・個別指導の場と活動スペースが分けられているの
で良い。
・勉強スペースとほかの活動スペースがもう少ししっ
かり分けられたら集中力もアップするかなと思いま
す。
・長時間だと狭いようです。

・事業所内のレイアウトについて職員と
話合いのもと、対策をしてまいります。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 26 2

・他の放デイが分からないので、専門性は分かりま
せんが、配置数は十分だと思っています。
・本人の特性に合わせて伝え方や声のかけ方を行
い、指導してくれている。
・他の放デイが分からないので、専門性は分かりま
せんが、配置数は十分だと思います。
・息子は名前をなかなか覚えられないので、今どんな
先生やスタッフの方がいらっしゃるのか分かりませ
ん。

・ありがとうございます。引き続きお子様
に寄り添った療育ができるような人員配
置をしていきます。

③
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画が作成されているか

28

・その都度本人に合わせたものになっている。

④
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ているか 27 1

・お料理体験や遊びにつれて行ってもらいすてきな体
験をさせてもらっています。
・お料理体験や遊びにつれていってもらい、素敵な体
験をさせてもらっています。

・ありがとうございます。引き続きお子様
が楽しめる療育ができるようにしていきま
す。

➄
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか 28

⑥
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解ができているか

28

・先生方が本人のペースや理解度に応じて、進め方
や方法を検討して下さり、安心して任せられている。

・ありがとうございます。引き続きお子様
に寄り添った療育ができるようにしてきま
す。

➆
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか 28

・面接でも保護者の話をじっくり聞き理解を示してくれ
る。

・ありがとうございます。引き続きお子様
に寄り添った療育ができるようにしてきま
す。

⑧

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

25 2 1

・苦情はないが、本人が不安に思うことや気になるこ
とを相談しやすく、どう対応していくのが可能か、検討
し早めに伝えてくれるので助かっています。

・ありがとうございます。引き続きお子様
に寄り添った療育ができるようにしてきま
す。
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➈
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか 28

・デイで本人が言った発言や思いも伝えてくださるの
が嬉しいです。（家では語らないことも知れる）

・ありがとうございます。引き続きお子様
に寄り添った療育ができるようにしてきま
す。

➉

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信しているか

26 1 1

・楽しみにしてます。たくさん褒めていただき、写真も
ありがたいです。
・HUGを通して、すぐに情報や様子が読み取れるので
良いです。
・楽しみにしています。たくさん褒めていただき、写真
もあり、分かりやすいです。

⑪ 個人情報に十分注意しているか 25 2 1

⑫
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

24 4

⑬
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか 20 7 1

⑭ 子どもは通所を楽しみにしているか 23 5

・色々な行事を計画してくださるので楽しみにしていま
す。いつもありがとうございます。
・学校に行きたくない日（お休みした日）もめだかだけ
は行きたいと言っています。大好きな先生方、お友達
にも会えるのが嬉しいみたいです。
・少しずつ出来ることが増えていき、本人も自分がス
テップアップできていることに自信が持てるようになっ
てきました。
・学校に行けなかった日も、メダカだけは行きたいと
言っていました。大好きな先生方や友達に会えること
が嬉しいようです。
・色々な行事を計画してくださるので、楽しみにしてい
る様子です。いつもありがとうございます。

・ありがとうございます。引き続きお子様
に寄り添った療育ができるようにしてきま
す。

⑮ 事業所の支援に満足しているか 26 1 1

・お迎えの車の中でクイズをしたり、友達と話せるよう
に仲介してくださったりうれしいようです。
・今まで感じたことのない伸びを親子で実感していま
す。いつも丁寧なご指導ありがとうございます。
・アプリで本日の様子を知ることができるので、学習
がどこまで進んだのかこちらも把握ができるので助か
ります。
・友達もたくさんできていて大好きな先生もいるらしく
充実した生活をおくることができています。
・HUGでのサービス提供記録が複数の先生からのコ
メントがあり、画像も4枚あることで、子どもがどういう
活動をしていたのか非常に分かりやすいです。
・もう少し先生からの教えてもらう時間を延ばしてもら
いたいです。
・利用時間の延長、拡大など共働き世帯が利用しや
すい制度になると良いなと願っています。（現状は仕
事を犠牲にせざるを得ない状況です）
・めだかのがっこうは、比較的軽度障害またはグレー
ゾーンのお子さんが多いと思いますが、今一度、
個々の障害の特性をご理解いただき、必要に応じて
慎重な対応をお願いします。
例）細かな変化もストレスになる→些細なルール変更
やスケジュール変更も事前に丁寧にせつめいする。
例）否定されると過敏に反発する→ダメ、できない、
ムリなどの否定語は極力使わない。（工夫して違う言
い方にする）
例）興味関心に偏りがある→とことん付き合ってあげ
る。興味のあることに絡めてあげるとその他の活動に
もスムーズに参加できることがある。

・ありがとうございます。お子様の個々の
特性をスタッフ間で密に共有して、改善し
ていきます。今後もスタッフ一同全力で
サポートしてまいります。
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◎　この「保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表） 」は、保護者等の皆様に「保護者等向け放課後等デイサービス評価表」により事業所の評価を行っ

ていただき、その結果を集計したものです。
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